
　赤い羽根共同募金は、戦後間もない 1947 年（昭和 22 年）に、生活に困った人たちの救済
を目的とする民間運動として創設されました。
　それから 70 年以上たった今、社会が大きく変化する中で、さまざまな地域福祉の課題解
決に取り組む、民間団体を支援する仕組みとして、また、地域のみなさんのやさしさや思い
やりを届ける運動として、赤い羽根共同募金は、市民自らの行動を応援しています。

　赤い羽根共同募金の協力店として、募金箱の設置にご協
力いただける市内のお店・企業を募集します。協力店には
募金箱とステッカー ・ポスターをお渡ししますので、下
記までご連絡ください。
【問合せ】一宮市共同募金委員会（一宮市社会福祉協議会内） 
　　　　℡85-7024

　募金額の約 82％は一宮市の福祉のために、約 18％が
愛知県内の広域的な活動や災害支援に使われています。

　ひとり暮らし高齢者歳
末訪問として、かかりつ
け医や緊急連絡先など救
急情報を入れる「いちみん
キット」を配付しました。

1,459,000 円（3.7%）
・障害児・者組織の育成 ・各種交流事業
・おもちゃ図書館運営費 ・福祉団体事業助成等

1,568,000 円（3.9%）
・ひとり暮らし高齢者歳末訪問

昨年度、みなさまにご協力いただいた募金は、
このように活用されています。赤い羽根共同募金

じぶんの町を良くするしくみ。

赤い羽根共同募金とは
じぶんの町を良くするしくみ

　募金が集まってから使い道を決めるのではなく、使い道や集める
額を事前に決めてから、募金を募る仕組みです。これを「計画募金」
と呼び、配分計画に基づいた「目標額」の達成に向けて募金運動を行
います。

　今年も 10 月 1 日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
　みなさまのあたたかいご支援とご協力をよろしくお願いします。

配分額を決めてから募金を集めます

　大規模な災害が起こった際の備えとして、募金額の一部を「災害
準備金」として積み立てています。この積み立ては、大規模災害が
起こった際に、災害ボランティア支援活動など、被災地を応援する
ために使われています。

災害にも共同募金は役立てられます

『募金箱の設置協力店』を募集します！『募金箱の設置協力店』を募集します！

　みなさまからお寄せいただきました義援金については、被災都道府県
共同募金会を通して、全額を被災されたみなさまにお届けいたします。
　災害義援金については、引き続き募集しておりますので、みなさまの
あたたかいご支援をお願いいたします。

災害義援金へのご協力ありがとうございます災害義援金へのご協力ありがとうございます

平成29年度実績額

39,722,543円

障害のある方のために 地域福祉推進のために

高齢者のために

子どもたちのために

運動期間 10月1日～3月31日

歳末たすけあいに

2,021,000 円（5.1%）
・共同募金運動資材費　・PR 活動費等

共同募金運動推進のために

7,232,000 円（18.2%）
・社会福祉施設の整備費
・社会福祉団体の事業費
・募金活動推進活動費等

全県域の福祉推進のために

障害者とボランティアのふれあい交流会

10,325,543 円（26.0%）
・ボランティア団体育成 ・福祉団体事業助成
・地域福祉活動費　　　 ・社協広報紙作成
・ふれあい・いきいきサロン活動助成等

9,227,000 円（23.2%）
・敬老の日行事助成 ・福祉団体事業助成等
・友愛訪問活動（100 歳高齢者訪問）

7,890,000 円（19.9%）
・子ども会等の育成　 ・福祉団体事業助成
・スポーツ活動の推進 ・福祉推進校活動助成
・福祉善行児童、生徒表彰等

ふれあい・いきいきサロン

福祉実践教室
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